
 

 

９
月
６
日
㈯
、
や
ま
ぎ
ん
県

民
ホ
ー
ル
（
山
形
市
）
で
第
３
７

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
度
の
運
動
方

針
と
予
算
が
採
択
さ
れ
第
３
７

期
の
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
労
連
の
土
井
直
樹
常
任
幹
事
、

県
医
労
連
の
上
田
潤
書
記
長
、

東
北
労
働
金
庫
の
丹
野
忍
県
本

部
長
、
県
生
協
連
の
佐
藤
大
樹

専
務
、
自
由
法
曹
団
の
外
塚
功

弁
護
士
、
日
本
共
産
党
の
石
川

渉
県
議
が
来
賓
と
し
て
激
励
と

連
帯
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
参
加
。

吉
村
美
栄
子
知
事
、
佐
藤
孝
弘

山
形
市
長
や
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

や
ま
が
た
県
民
の
会
、
市
民
連

合
や
ま
が
た
、
新
日
本
婦
人
の

会
県
本
部
、
立
憲
民
主
党
総
県

支
部
連
合
会
な
ど
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。 

討
論
で
は
組
合
員
参
加
型
の

活
動
経
験
が
交
流
さ
れ
、
対
話

と
学
び
合
い
に
よ
り
一
部
幹
部

請
負
型
か
ら
要
求
の
当
事
者
自

身
の
運
動
へ
さ
ら
に
シ
フ
ト
し

組
織
的
前
進
も
は
か
る
と
し
た

方
針
案
が
補
強
さ
れ
ま
し
た
。 

討
論
を
受
け
幹
事
会
の
ま
と

め
を
佐
藤
完
治
事
務
局
長
が
行

い
、
医
療
介
護
や
国
家
公
務
の

実
態
を
全
体
の
課
題
と
し
て
受

け
止
め
る
こ
と
、
地
域
の
未
組

織
労
働
者
が
労
働
組
合
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
立
ち
上
が
れ
ば

政
治
も
変
わ
る
こ
と
を
強
調
。

職
場
で
要
求
の
前
進
を
阻
む
制

度
・
政
治
を
変
え
る
た
め
に
も

地
域
の
未
組
織
労
働
者
に
対
話

を
拡
げ
よ
う
、
そ
の
力
は
職
場

の
組
合
員
や
未
加
入
の
仲
間
に

依
拠
す
べ
く
、
要
求
の
当
事
者

の
運
動
に
伴
走
で
き
る
人
を
増

や
し
、
前
進
を
加
速
し
よ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

代
議
員
の
発
言
か
ら 

山
形
医
労
組 

小
野
崎
代
議
員
： 

２
５
春
闘
は
２
度
の
ス
ト
を

経
て
、
加
算
は
手
当
で
は
な
く

本
給
に
と
上
積
み
回
答
も
あ
り

妥
結
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
加
算
制

度
は
欠
陥
あ
り
。
賃
金
格
差
解

消
さ
れ
ず
医
療
は
労
働
者
か
ら

選
ば
れ
な
い
産
業
に
な
っ
た
。

組
合
員
と
お
茶
を
飲
み
対
話
す

る
時
間
を
大
事
に
し
て
い
る
。 

医
療
生
協
や
ま
が
た
労
組 

本
間
代
議
員
： 

２
５
春
闘
で
は
全
員
が
１
０

分
ず
つ
参
加
す
る
ス
ト
を
打
ち

好
評
。
ベ
ア
に
上
積
み
を
要
求

し
つ
づ
け
た
。
奮
闘
し
た
が
、
退

職
に
は
歯
止
め
か
か
ら
ず
。
組

合
員
参
加
で
成
功
体
験
を
積
む

こ
と
を
重
視
す
る
。
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
も
意
見
集
約
中
。 

建
交
労 

佐
々
木
代
議
員
： 

会
社
は
依
然
団
交
無
視
。
自

分
が
働
い
た
分
も
ら
う
の
は
大

事
。
会
社
に
奪
わ
れ
る
の
は
嫌
。

３
年
分
の
未
払
い
賃
金
等
資
料

ま
と
め
裁
判
に
勝
ち
離
れ
た
組

合
員
も
取
り
戻
し
た
い
。
女
性

に
活
動
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
。 

県
国
公 

伊
藤
代
議
員
： 

若
い
職
員
に
困
り
事
を
き
く

と
残
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
と

返
っ
て
来
た
。
採
用
控
え
で
３

０
～
４
０
代
は
職
員
が
少
な
い
。

社
会
人
登
用
し
て
も
足
り
ず
。 

全
山
教
組 

金
山
代
議
員
： 

学
校
は
長
時
間
過
密
労
働
で

定
額
働
か
せ
放
題
。
先
生
に
な

り
た
い
人
減
少
。
全
教
の
提
起

で
定
時
退
勤
ア
ク
シ
ョ
ン
実
施
。

誘
わ
れ
て
い
た
組
合
員
が
誘
う

側
に
な
っ
た
の
も
ひ
と
つ
の
成

果
。
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
集
ま

り
仲
間
が
増
え
る
こ
と
だ
と
訴

え
て
き
た
。
仲
間
を
実
感
で
き

る
取
り
組
み
が
大
事
。 

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ 

飯
澤
代
議
員
： 

育
児
休
暇
は
就
業
規
則
に
書

い
て
あ
る
だ
け
、
と
い
う
労
働

相
談
を
受
け
た
。
他
、
労
働
相
談

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。 

五
十
嵐
幹
事
（
福
祉
保
育
労
） 

： 

県
労
連
と
一
緒
に
や
っ
て
き

た
配
置
基
準
改
善
運
動
は
ゼ
ロ

歳
児
急
減
が
経
営
に
影
響
を
与

え
る
中
い
っ
た
ん
止
め
て
対
応

検
討
中
。
理
事
へ
の
要
望
事
項

に
つ
い
て
も
話
し
合
い
中
。
毎

年
の
配
置
基
準
改
善
の
全
国
署

名
、
ズ
ー
ム
で
参
加
し
た
ス
タ

ー
ト
集
会
に
力
を
も
ら
っ
た
。 
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第
３
７
回
定
期
大
会
で
選
出
さ
れ
た
役
員
（敬
称
略 

５
０
音
順
） 

議 
 
 

長 

荻
原 

圭
子
（
全
山
教
組
） 

副 

議 

長 

東
海
林
良
二
（
山
形
地
域
労
連
） 

副 

議 

長 

松
木 

静
雄
（
年
金
者
組
合
山
形
県
本
部
） 

事
務
局
長 

 

佐
藤 

完
治
（
県
労
連
事
務
局
） 

事
務
局
次
長 

成
田 

龍
雄
（
医
療
生
協
や
ま
が
た
労
組
） 

事
務
局
次
長 

星 
 

遼
太
（
共
立
社
労
組
） 

幹 
 
 

事 

五
十
嵐
葉
月
（
福
祉
保
育
労
山
形
地
本
） 

幹 
 
 

事 

今
井 

新
治
（
山
形
県
国
公
） 

幹 
 
 

事 

工
藤 

幸
博
（
全
山
教
組
） 

幹 
 
 

事 

笹
原 

 

武
（
山
形
地
域
労
連
） 

幹 
 
 

事 

難
波 

美
希
（
か
け
は
し
労
組
） 

幹 
 
 

事 

矢
萩 

孝
一
（
建
交
労
山
形
県
本
部
） 

幹 
 
 

事 

吉
田 

 

久
（
山
形
医
労
組
） 

会
計
監
事 

 

渋
谷
啓
一
郎
（
年
金
者
組
合
山
形
県
本
部
） 

会
計
監
事 

 

平
野 

勝
澄
（
地
域
労
組
や
ま
が
た
） 

  

仲間こそ労働組合の“メリット” 

第 37回定期大会を開催 
組合員に依拠し地域に打って出る力を！当事者の運動に“伴走”できる人を増やそう 

 

あいさつする荻原圭子議長 



島
田
博
和
山
形
労
働
局
長
は

山
形
県
最
低
賃
金
を
、
時
間
額

１
０
３
２
円
に
改
め
る
と
決
定
。

初
め
て
１
０
０
０
円
を
上
回
り

ま
し
た
。
現
行
か
ら
７
７
円
の

引
上
げ
も
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
の
目
安
に
１
３
円
の
上
積

み
も
過
去
最
高
。
し
か
し
誰
も

が
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
営
め
る
水
準
に
は
遠

く
及
び
ま
せ
ん
。
事
業
主
に
準

備
期
間
が
必
要
と
発
効
日
は
通

常
の
１
０
月
か
ら
１
２
月
２
３

日
に
遅
延
。
１
０
月
１
日
起
算

で
１
２
か
月
に
均
せ
ば
東
京
と

の
格
差
が
約
５
円
拡
大
し
ま
す
。 

山
形
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

に
対
し
県
労
連
は
９
月
１
９
日

ま
で
に
、
県
春
闘
共
闘
、
県
医
労

連
と
と
も
に
「
山
形
県
最
低
賃

金
を
直
ち
に
時
間
額
１
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
」
等
を

求
め
署
名
を
３
０
５
１
筆
提
出
。

街
頭
で
通
行
人
が
切
実
な
思
い 

９
月
１
９
日
霞
城
セ
ン
ト
ラ

ル
広
場
で
、
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
県

民
の
会
主
催
に
よ
る
「
戦
争
法

強
行
採
決
１
０
年 

真
の
政
治

を
取
り
戻
そ
う
！
９
・
１
９
集

会
」
が
約
１
０
０
名
の
参
加
で

開
か
れ
ま
し
た
。 

 

を
語
っ
た
「
暮
ら
し
と
賃
金
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
」
は
１
７
人
分

集
約
。
９
月
１
２
日
、
せ
め
て
時

間
額
１
５
０
０
円
と
す
る
こ
と

や
発
効
日
を
遅
ら
せ
な
い
こ
と

等
を
求
め
同
審
議
会
に
異
議
を

申
し
出
、
右
調
査
結
果
も
提
出

し
ま
し
た
。
異
議
は
共
立
社
労

組
と
個
人
１
名
も
申
し
出
ま
し

た
。
９
月
１
９
日
、
い
ず
れ
の
異

議
も
却
下
さ
れ
ま
し
た
。 

１
５
０
０
円
は
物
価
高
騰
の

中
ま
っ
た
な
し
の
要
求
。
中
小

企
業
が
大
企
業
に
労
務
費
の
価

格
転
嫁
を
さ
せ
ら
れ
な
い
の
は
、

あ
る
べ
き
賃
金
額
が
い
く
ら
な

の
か
社
会
的
に
わ
か
り
に
く
く

「
企
業
努
力
で
何
と
か
し
て
」

と
押
し
返
さ
れ
が
ち
だ
か
ら
と

の
見
解
も
。
価
格
転
嫁
を
進
め

る
た
め
に
も
１
５
０
０
円
を
示

す
こ
と
は
重
要
で
す
。
他
県
よ

り
低
く
し
な
い
、
最
下
位
に
は 

県
民
の
会
の
渡
部
貴
之
共
同

代
表
は
、
こ
の
間
２
０
２
２
年

の
岸
田
政
権
に
よ
っ
て
安
保
関

連
３
文
書
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

先
の
参
院
選
に
お
い
て
も
軍
拡

を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

野
党
が
勢
力
を
の
ば
し
て
い
る 

 

な
ら
な
い
よ
う

に
等
、
あ
る
べ
き

最
賃
額
の
本
質

か
ら
そ
れ
た
競

争
に
終
始
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、

法
改
正
に
よ
る

全
国
一
律
最
賃

制
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
社
会
保

険
料
の
負
担
軽

減
や
価
格
転
嫁

促
進
と
い
っ
た

中
小
企
業
支
援

の
抜
本
的
な
拡

充
を
急
ぐ
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

企
業
内
最
低

賃
金
の
課
題
と

合
わ
せ
、
職
場
か

ら
も
最
賃
運
動

の
高
揚
を
模
索

し
ま
し
ょ
う
。 

こ
と
に
触
れ
、
引
き
続
き
粘
り

強
く
運
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
新

社
会
党
、
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

立
憲
野
党
の
代
表
が
挨
拶
し
ま

し
た
。
集
会
の
最
後
に
、
未
来
世 

 

３
年
前
に
、
労
働
組
合
を
４

名
で
結
成
し
ま
し
た
。 

給
与
の
遅
れ
、
明
細
の
不
明

点
や
拘
束
時
間
の
オ
ー
バ
ー
な

ど
が
あ
り
、
２
０
２
３
年
の
１

月
に
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た

が
、
社
長
か
ら
は
回
答
を
も
ら

え
な
い
ま
ま
、
２
年
以
上
過
ぎ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
も
幾
度

も
回
答
を
求
め
て
き
た
の
で
す

が
、
忙
し
い
と
い
う
理
由
で
も

ら
え
て
い
ま
せ
ん
！
建
交
労
の

本
部
か
ら
も
動
い
て
も
ら
い
ま 

代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
は
「
戦
争

で
き
る
国
」
で
は
な
く
「
平
和
を

創
る
国
」
で
あ
る
と
集
会
ア
ピ

ー
ル
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
後
、
参
加
者
全
員
で
山

形
駅
周
辺
を
ア
ピ
ー
ル
デ
モ
行

進
し
ま
し
た
。 

 

し
た
が
ダ
メ
で
、
本
部
で
も
「
こ

ん
な
対
応
を
さ
れ
た
の
は
初
め

て
で
す
！
」
と
あ
き
れ
ら
れ
て

い
ま
す
！ 

 

不
当
労
働
行
為
に
当
た
る
と

文
書
で
通
知
し
て
も
回
答
を
よ

こ
さ
な
い
の
で
、
労
働
審
判
に

よ
り
解
決
す
る
こ
と
を
決
断
し

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
資
料
を
作

成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

組
合
員
は
こ
の
間
に
５
名
ま

で
増
え
た
の
で
し
た
が
、
な
か

な
か
結
果
が
出
な
く
て
３
名
に

減
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
労

働
審
判
で
結

果
を
出
せ
ば

必
ず
組
合
員

を
増
や
せ
る

と
信
じ
頑
張

っ
て
闘
っ
て

行
き
ま
す
！ 

 

 
暮らしと賃金ヒアリング調査に取り組んだ8.30

最低賃金アピール行動 

まったなし１５００円！ 
全国一律最低賃金 

異議申出却下で１２/２３から時間額１０３２円に 

 職場からも最賃運動高揚の模索を 

戦
争
法
強
行
採
決
１
０
年 

真
の
政
治
を
取
り
戻
そ
う
！ 

９
・１
９
集
会 

 
県労連定期大会で発言する 

藤沢急送分会の佐々木由美さん 

会社側の不誠実な対応 
労働審判へ！ 

建交労藤沢急送分会 分会長 本田亮介 
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